
１１１１

弓1璽塑1型錘幹堅Z率ｴ甲ﾖﾛぴ碇これに伴う噸.及[…凧…IOP工事鴎ろ公ﾛﾛ翁
(公逼ai②面面座方iｳhら国産画》

＜坂本健吾か

２４河酋４４フ牙

平氏２Ｓ年３月こり日

様虫頭》》一九

野々jlIダムの壌賎i面H1は２．２５ｋIEIと小さＷとめ．洪水寅厨塒９０mU／ｓを】０㎡
／ｓに■団する壱ととしており．隠腫全風カットの■園することになります．また、
夕UL下6■から川印11銃日点までの図嵐喰の面价も０．１０ｋ㎡と小さく、そこからの
創0,込みも小さいため.溌水の囚始がらﾋﾞｰｸﾘﾘl･隆8E鯛まで冊Fに目n画ﾇｶﾖ鋤6■くこ
ととなり．伯果として下洩でも夕』b地釘と円極度の寅節28巣がH)られ表す．

よって、山迩概地輿において.８５*溺水１．４００㎡／ｓに対して庇霞の野々jIl夕f2o
によ愚ill水■団Iごより．１．３２０㎡／Ｂとなり、寓顛ｿ噸凹さ．ダム』8点と開じくＢ
０㎡／Ｂとなり震ずも

壜::嵐
上ｍｅ衷宕

長ﾊﾛ市江戸prz■１８号

鰹艮好瓜知事中村珪五

＝色副IIlll■､畝系弱ホダ過■紋ェ卒３，厚ﾆｫも陰鯵ぅ田迅町近
●

及ぶ■乗用逼鮒■ｴ*の事案の屈寓に係る公■会'二ついて烟勧
Ｑ２．石＊ﾀﾞﾑﾛｻ■の豹k頂庄についてｉｆ、次のように8Ｎ明きｵrている．■も■巨な頂二
翼且蝉Bうのはなぜか●

①貨如h曰叶■鰯k魂■餌ﾛのうち210窪瓜込７０を》仇誕
②良瓜会８N■洪水淀■280のうち230をﾛ唾印を３２淀
③■於固明会（頂曲田切勤

・ロf■浅水戒■280のうち220を■塾６０を故魂

特に川mII水§RPYlIm■胴岱鯵pfr巴の瓜■魔■と五段■明会及び$的■qH会■
益麗■が10■3′s少なくなっている．このHk字だと山■■Ｇ■牢点）の■本斉水淀■毎
秒1400トンから.計■高木駐■毎秒11釦トンを蓬し引いた嵐駐詑■鍼,２，トンより
毎秒10卜麻足し脳ﾎﾊﾚ吊嘩ｗＤでI垂い00％

平成星ｓ年３月ヱュロｏ２ａ日に■■された公■会において．公逮時■内｡､回答ができなか＝た超
■石への丘氏について財遜のとおり回笹し窪爽

川田DII水系I1ljll堕圃８１国倹醐b、金時においても.その麓のＢｒ凝８８竃にｵzける箏曲】且

明会においても石ホゥバムのDbk風因についてもダム堪鼠の28本凶W木皮mは２８０㎡／

Ｂであり、ダムにより２２０㎡／Ｂ衝Ｉｂ１出６０㎡／巳放麓する筐とを一貫して唾、
蓬行ってい裏す６⑦

D

Jとだし。■べてみたところ11回拠竃された9k■帥圃UQ噸趨q會画口内.瓢5囲曵Ba会
●

の蹟水卿鵬の､i｣量ｉｎ廟のなかで､本来切り上げて６０回I／日と民明するべきところ

を瓜迩世の畑武処理0Wの笛が『５２．３㎡／s』であることから．ｓ０㎡／ｓとﾖ録
したことを百っておられると3Fえており虫す．
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弓鞭llull馴栂躰処煙工印ﾖﾛｴ円ﾆﾆｵu二坪う凧迅及び因ｴ､迅路付箇ｪ8に何石公塵
（公通両の貢画に剣する画香⑱） ﾆﾗ騨幽I剛水稲*j〔△雌ｪ蝋ihぴにこれに鯛魎.及函西nnuNI付09ｪ宙に魁ら錘由

《鑓h画面の面面匡茂Ti⑪b血石画、

＜■灘印之矛しかし．luBの饗興会画土．ダム地点の趨木H銅q冴瓜２８０㎡／Ｂのうち．２２０㎡／
Ｄ

Ｂの11t＊■砿を行うことを８月鯛しており虫す６

よって・計因旗ZMr不足して治水､躯圏Mないという=とはご錘曜笹坐

01．平成２．Fの水HIB1Pにおいても。内水俄瞥もおロ室したが・写爽よりクリ水域書の膨謄Ｆ

もｍ８されてBi室す.、魚肉*躍れほどの趣もなく鯵していき鍼が.外

水は河川の上茂から､bまった水であるため・茂速力噛り。伎宙は醤大なものとなる

ことから・虫ずbjlI■111本111の幽凪を低減甘究■と＄えています

Ｑ３．今から8940年期のダムﾛf■白､，のけ■畿*誠■280■3化と。璽窪のﾛ粗ﾛ墜止註、[全

｜く同じになっている鱗ジム冊■白初におい冠詞JJlはv30■率の、で.夕Uﾑ肘
■は1八00館取の■府で肘■されているの蛭

また･一触に55111゜魂■の■六位を求める耳定には3■田■数がOBわれるが.同じ
用細っても麺鳳nkがpHbすれ感その0■に比図随淀■も自盤に砠錨ろばずで
ある。現在のBH$*はどうなっているの血殆菖1m助かった木々I蝋組年■田して大き
く成民した□点*蟻の蘭８１$検■が■Mこすれば戚出■政も減り、Rn■隣水沈且も3Rゆ
するはずだがFUI2なのはなぜかｂ

＝－

i1I1lmNm翰、，

石ホダ典は．瞬木を－Bi田めこみ・下6日へ蔵す＊の瓜逼匪没させ．、I■IＩIの水位を

岻下させることができるため・野口jll聯の跳水の■ｵtを良くし、文川田函.リヤホエ
●

竃のBi止にも効果があり崖す．

ダム計画地点の悲木病水茂1mは.夕込則圃当初よりｌ／１００伍噸鮮用により、２８

０㎡／ｓでin錨Zしており．何週2k腰とダムによるil鰍■節と岬ｌｆて．１／１００の槍
水安全度となる31画としており室Ｔｂ

野pjIlは・爺ｉｓ高を魁しりｌいた＊位忍Ｒｄａ３０竿にl圏Ｉ四Zする腿Ｂｉの膵雨によ

る茂瓜を安全にi［せるErF他力があり・白in何jIIとしてば十分な断固規伐である

と考えてい震ず｡よって･支川野pjlIのBk住については､臣左のところ肝圃I過り
ません。なお･石木ダムUO碗?きると．１０I田川科lMGIk逼下げることとなり．野口川

はH1防衛で邸街すると■ね100年にl囲兜生する規蜘の博用による偵瓜を安全に
廃せる艇下磁力が鷹尿されることとなりますｂ

皮IIB係政というの賎合理式による洩出Hf寡に凧いらｵtろ係政だとH1われ事1『が.ＪｌＩ

ｍＩｌの門jlIHf画では､昨圃凹政逓により洩飢老UWuしており．嵐Iu係政は、いられて

おり蜜せ松ただ･河)11砂8噸Bi濫準(剰岡周凪においても流出係歓は．「山迦
としてひとくくりにして卯伐されておりま戎

2.また、Ｐ５水iEni防止鋼【腱ついては･jII■町において・nII■町公共下水麺1劃

での針応を予定さ４１てい竃可$106．蘭水力l鉋については平成ＺＤｄＦ度以廊にj広るとIHIい
ております６

蜜た゜111■110鋤日においては･現在の遜枠西概についても６０％函度でほ19変化して●

いまぜAJ．

よって・３６本商ｵ８旗Etについても泪大に3F定されているということはあり虫せ』h妃`。

２
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■ ■□

Ｐ
ラニ雇二。ろ⑮辰■廟■尿は下月日團了＜ほど減少初老は3句?すbq好々llljfムによる
￣庁一一一■－－－－■■．－‐－－－▲▲一一‐－－－．＿_－－－－

日Ｕ・ 蕊の詞家別日ﾛの民■円期唇明らかにされたい。.

1．jII■11序:知pmVplIl65の５，氾込

・２．門＊氾西を96土する対6日．.



=■同lHllI■1N水系石＊jRL幽及ｴ鞭笠莎&：これ'二際う皿遜及び夙白lﾛ道路付筏ｴ癖8二魁ら公吃金
(公in⑩9,頁厨に創り『23日傍目）

<ＨＩＨ保男＞、

=伍河lulIInw＊鍋石＊JRﾑ也斡ェ甲ﾖ２，己皀れ鳫偲う風ﾖ山及び81■H1■蔵付街エ事に係る因we臼
(公選掴ib画風に瀬ろ因子鋤

Ｑ１．１弛編■住EBoO■住伍･生存侶の侵害であり．人蛇皮害であると竃解きりTているの

か．

御ロ餌の垣Ｎｉについては、当Rn区鰹が麟両区AEであ０．川■日『と長D5Iilの野理茂奴と

なってい史魂

Jo

U8麹111因にご理脇ご凶力をＷとだいたうえでb移転をお■いするものであります．

Ｑ2.13世悪■住民が石＊夕四b甲鼠臆は土埴も住■も明けﾛ■さないとしていることをどの

ように良えているか．
･imIBにつき塵しては｡向楓Al鼠によるIHIIlIB｣２脚鯵箆と勉D、こｵl虫忍Nb間囲
鳳において田、怒瓜趣噌、され.風圧ご'８濁鳳H1とJGにU極化に向けMMi遥行づて
おり。WMmにエョ[に］8手できるよう逝めていき虞ず６

石ホグムリ６用は｡llImlIの腕木１Aぴ1座位保１１『の水HmI水の安迩utDGのために必圏不可

欠力EWI鼠であり凄丁ので.馴遭鰭台､１８弧へのご■肝をいた鐵ﾅるよう鰯力して塵い

りたいと鞠しており虫す．

q３．■■の阿囚であるとすれば､13幽葡■､錘uの■住田･生存枢･JhHH脚､が１２どと房
膚しているのれ、

j11■111全休の何118■脳について'＆ダム伯壁において1e棚3としてUH肘して⑬n．そ

の0IDで.コストロロや風関田騨腿台ＩＭＩに判断して｡石ホダムカ噛位であるという鮒ＩＭｌ

ｌＨてわります．

閉价につき虫しては0111奥凶、冊耶に』Bづき■頤Zk慣、達させていただぜたいと考え
Ｏ

でおり虫玖

Q4.Ｊ反対珀旧■たちとの厨合いのｎとした事象■定の取り下げを。

“金をはじめ.単期醗の平伐きが迫⑪ことで.騨弘“11典の必■舷に剣す
巷地ullfOD街阻のごQH98Ii池むものと労えてa2Dまず，．

』Ⅱ■町民の幽臓をilばから守り･佐阯侭111民が水不足のなbp安心した虫瞬を笛側する

たＣＤに,石*βf｣bのIijUI筋エと凧ＨＩ癩皮Iさ･災IUUFIにとり虫しては喫緊の廊皿である
とﾖﾜｶﾞして遡り．＄良８８竃の取り下げは３Fえておりません・

鑿:禦鱗綱鰍麓:鯛雛P3WI8繍暁されるよう取り組んで裏いり凄寸．

ｇ、 Q

IIImIIの』&用８１■である｡jIlnIⅡ＊鍋河川笹白川B*ｊｂ３Ｉ鞠I宛ばＤｉｇＨ金作屋ＲＵｕ１

ｏＯ甲に】回兜生する鯉81の博聞'二よる胸lIIigm遥変全に漣下させる1W因としてい

虫寸。章．．

今１月0,1回期"■である０１Ⅱ剛１１水冴G剛11笹的81因では.その11ⅡH1での■■目■として．

想定杷匝区hRIAOでの人口や閥Zn尋が大きい石木１１１台f【貞下皮を隆先69に.Ｒｂ１０ｏ

年に】園児§rする側１回のHFipによる龍、壱安全に擁下させるとともに．石＊j11台ig点
●

上皮のlllnIIについて陰当面昼ね３０年Iﾆﾕ圏宛生する蝿侭の陣闘によるHZE上を安

全匠遼下させる叶回として02凄弍

４

二喧飼IIlIII■ﾛﾛﾎ頴石＊ﾀﾞﾑ幽22ｴﾋﾞR■ZNﾆﾆｵu目IFう鴎Ｈｆ及び臼ﾛ噸迅蔵付圃ｴ願に慨5公U8全
（公通讃泗DUn風に鋤する面香翻

＜畑田三郎＞

翻鰯l1lIf1i麓雛P燕…ご………劇'､…ﾛｪ……．

Ｑ４．噂■杼の保封ﾛ毎劃ｦう卒によりＯｐＰは小さいと〒閲している」とか口目＊ダム

の貯水焔を利圃した■光促進野.人との､hｵ､合いが増えると予困される.』とせって
●

いるが.遡日にいうようにならなか己尤砠合内封82Ａどのように巨任をとるのか．

nHOBな図箸窪おＦＩＩしたい．

Ｑ１．何故．『内趣解銭日日という方法で全ての■狂をｹﾞﾗわなかったのですか．

石木ダムでは．条例に苫づく因垣屋局部臣を平成lgfFOiDら平鹿２０年にかけて行っ

ておo裏すｂこのEMhU塵野冊■ﾖﾆついてI5L鍬三者UUBUであり虞ず因垣H8轡IF伍樹遼

会にて宙瓜ごいただいており史戎

そこで､■左･子園地DBについても､imloI事栗因りU魁■Ⅱ順in蝿金力ⅢＬているｒダ

ム則り麺における厨肌団WW砕伍のqB免劾に鯵づき.「改変矼攻＋ｓｏｏｍ」を目安に

ｸﾊ慨した鞭で､要止団の生息ﾛﾛ;uや座目寸淀合生且館舎１Fとに窪め.その血鰄で
冴立・予閲･原現価全ＩＤ■及び泡Uu乎爪、卯伍塵佇うようにしてわり虞ずb

rIAI悠悠lAmjという、田やその池iqは他令.概叩杼にはjZ閨たり虞せんが､今82m

したり６回ということでdD41I説そちらの甘減､ろ「内npQFUQ皿の用Mn出目冊優とな
ってCDらものと考えており雀すじ

秒もi等の保全楢佃について眺移Idiiilに対象臼の生凪分布や生理概況の輿遜を行い‘

学８h審に江見窪何Ｗぼがら.俄幽に趣Oを因れる虫う鱒力いたし宝寸iO[･事伍■在(ﾓ
●

移伍B【に著しい風曳の史他力I館８８された月0台I主事痢徹にオ

がら鯵bmhの1M窒翅2及び珂移■尋の乎波虐投閲し拠行印幽鬼

ニタリング）窪行い、
●

て．ｌＩｌＲ＊に111碗した

囲内での対応塵行いまずも
､

「石＊ﾀﾞﾑ8ｆ水仙を利11ル彪風9上促Nb鱒｡ｊＬとの､､ｵt合い』（これはo射しくlHlIIさ

ｵNh水辺との釧,あい。舷風守をd9えてい塵すが.）ニオ1についてはojRﾑLMtにIIB、
夕

うlQ以孤■のための＊卸EmEE■肘■(獺）尋の嵐定に閥ｌｆ風磁１噸倒阻と■侭を

･囲っているところで現
＄

ダム也孜と並行して．これらの事典を災注し．八一IgUUIソフトMHでの鍋拠を．１１&・

'11.ﾛ｢で,H伍的にM'ろ星とにより．「酵ﾀﾞﾑ貯水他鋼'､した倒光迦専.人との
肢０１台い」企珊逝で也るよう例力してい台たいと鰯しておｑまず、

Ｑ２・モニタリングこび技したすべてU､もの陰行います2門

鼠lUＩとして｡■Uu風釦8国として秒伍したものは全てモニタリングご杼い裏す。

Ｑ5．サマコヘの斑■も小さいと匂えられる」と打っているが．この■用$求め專寸６

m在から虫■上瓜位までの＊樋■はアカナマコ2130■αＬアオナマコ830■■几であ

る０石*ダム崖nNMさ4万トン/dUyの館入■が仲山される．という皀とは■化■イ

オン沮皮が年に220ｍＢ/Ｌ(1,3％）上りＩする．このHQ品､アカナマコの生且上■に

■竃するのは0910年。アオナマコはＤＭ年宅ある．IBOhにつ白室して睦移仇1Wに湖匁圃の生､L分布や生81級呪⑩瓜遼遥行い｡鋼R湖二

丘見を何卜唄働'ら．確爽に麹，E因れるよう勿力いたし虫寸がb事後■左《モニタリ
●

ﾝｸﾞ）において.秒但伎に9「し0囚塊の退化が、gされた掛合は､導虫GIにおI'元・

IW円束にHMnしながら秒凶地の阿図翅ＪＡび阿移ｕ等の手ulをH1Ｎし･灘行司hBな閑Ⅱm
Ill7eの対応を行い虫す．

石＊ﾀﾞﾑmUUaB■89伝での何ﾛ脇のダム山HniiU［のMd化ﾘｬｲｵﾝ、Rについてlj.１９
←

虞ＤｌｌＩから鼎虞】日銀までの岸閉り[H1僅元にシミュレーションにより寡【11しており、

２２，ｍｇ／Lは｡あく哀でその平均世の鐘であり､この２２０ｍＷ１Ｌ吻蝋隣して

ばlI9HMXさ伽るtDODでは０Ｍ)まぜん.、

唖化物ｲｵﾝ準は円悶概況⑩醜臆よ巷洵への6［入胸変化により大きく変動し
ており。そ楓と比使してダム幽位による】器団皮の皮pHはﾛk小であり．田■雀与える

ものと1弾Dえておロ虫Ｗｂｂ

ひ

〃

？⑥

Ｑ２･次d醜日*対威の皮岱■期を明らかにざｵz左いＣ

ＩＩ凶１１盃下笂■(jiI■例から9ｍまでのＯｂＢＯＯｍｃ区ﾛ)qDUU防竺■

ｑ３．窟の胸水対旗の寅輯■を明らかにさｵLたい゜
●__－－－■_一ニー‐■,■■-▲▲

q4.111■111の上館AR(石*111“点より上、と下館賭で治水混食反掻嘩ろ田■岳明ら
か陸歩貌±LＬ．．

ｑ３． 夢■後樹もると圦斑汐するとかと戸う事になった■醗魁れがどのように■圧
＿＿一一￣￣－ ▲－▲－ヨ■￣-■-~



調團幽邸柵ごま坐墜jｾｴ軸Q､ここ狐ごＩＦう蝿.及函風mUnH8iI侭ｪ"'…公睦
【公遥淳D5IP可O凸ｊｉウC田毎画）

さらに・大ｲｵ8sは2卜阻蘭戸及び厚妓淑戸で外i圃とのﾛﾛﾎの出入0があるため．夕UL阻
蝕により』別こされる大村海への皮入風&､変化力I毎年隅g『されていくようなものでl±
あり史せ仇

=園倒llImmIl斑鰯石*夕込遮孜Zmm館zng皀打に繩嚇､及び白銅､国路IｵﾛｪW'二傭ら公“【公趨忠の目胸に剣3遥図唇掴》．

＜吉あ範夫＞

ｑｌ・匂までも．今後も．多律な零NUが出て来た陣ら)申に射す邑醜zpDn8IblIItU(Eu
では大切な■、について圏筈ください・塵するに趨象密の甘助に劇する宜務で
虫)たとえば1人でも反対宕瀬■たら夕逃は作らないという元知恵の的王これば
例b､１つで式。

そのため・ナマコの生血風!［に。ほとんど犀日を与えるものではあり裏せん．●

Ｑ６・検匝q,パンフで噸8■完了している｡残る貼柤君の方々のご速邸が必■である．
』とある錘いま窪でこれらの地楓ごと披nQを釣っごとが出来たのか.出来なか
ったのｶﾊ･どのような努力をされ』上のかおＮぎしたい.円げではいろいろなｐが田
立４２畳鈎・現在までのqR現を３ｓ知らせください．＿

多蝶な矛図については・BQN司睡３３同ではな''唾め゜お答え可溶二とIduI来衷せん．

なお．『ｕＵでも反粛9審ｶﾘ目Ｉとらダム1世I頂らないという元釘駆り､鰯ﾛﾛについてはｂ
ｕｌｌ時0,知事力１．石*ダム0Ｍ&麗佳虞ついてご国nFを0町とだけるよう鰭あむことが足も
、要であるという思いを．悟盛に碑えたかったのでせないかとＨ２いますも

昨年．６月０号国の夕侃ムbQ8Eに係る典I応力2Ｍ１出され、武ぐに戎Ｉ応方針をお知らせするＰ

とともに．今隆とも．蟹し合い織叙ﾅさせてc唯だきた{,力箇.知事の硯翻で.jIW【地
区地伍割Fの侍lEに．直催手技したい旨申し入れ虫した猟受けｊｕ【ていただけ虞せん
でした．

このため．やむ蓬御す,妬遇により餌冊を退けした３９凡洩傘ながら．親ｌｌＩＩｄＳ圖送され
ており竃すじ

その鍵？月32日に賎石BkﾀﾞﾑRE油５３Bi厨幾名による.石ﾎｸｶﾞﾑ事由に関わる慣力
依｡n文ｾﾞﾄﾞ壱．JII凧』&区の移佳対象となっている18.m総ﾛ､地但審に対して.■瓜が位
８噸夢し虫したが.ﾕﾛ阯裕から受け敗りH冒否をされたため.関口に廃送しており史すら

窪た゜その蟹９月日日．１０月ユァ日．ユ0月麹．１２月８日．ユ２月２８日及びエ月８Ｏ

Ｂの叶６回．石ボダム事日臓UHB軋力1611個蝿区の秒伝的f象となっている地租笹fに我Ｉし
て、戸別鋤閥を行い．瀞案への駐力雀お蝋ＯＬ童したが.応じていただけまぜAJzPし
た．

'

⑦

地枢審のlRlHには.卒翻I■Iここ理HP.ご幽力錘聡だonたうえで.移伝のお吸いを
させていただきたいと瀞えており空説

８
9

弓寵1EllI則繩騨坐塑ｴ率…二二８M二伸凸魎.及び厨■､竃耐留ｴﾛwに笹るdAqB会
(』:i蔀DUDE5F5島ｎｉ５乙面香醐

ゲ

p■

２４生木＄釘９．４号

甲奴２６年８月２０日＜兇Ｉ下和雄か

露麓白鳳曇…溢●
把囲している日i閥では．ご載速せん．

詞 ■、岩

佐世臓巾八Iﾛ町1審１０号

生魁厩市田‘・羽憂

Ｑ２・私たちは。不当な石＊ﾀﾞﾑ匝殴には松鰍反対のｎ恩は､Eわりまぜﾊ,.県が私たち

の人祖を瞭蜘して強■収用を9日行するなら・５Aたちは－九となって■うえ伯です
・民田鳳は多くの田良・■民の細時Ｉ老反う己とは明らかでれそｵTでも強９８収用
をｲｦうのかDUnします．（害えは屈単にする…ないでお皿､しま戎)． 霞０

公聴費における公遮人のRﾛについて(圏■，現時点では惑えており空ttA八。

二唾mlljlIp剛陣頭石＊９月ﾑ函函ェ事並醐呂これに伴う用辿可逆及餌且串用五節
脚ｴ鞠pmB竃即忍公唾曄ける公述人ロヌ■幅6Uし､当日Ｒ阿函ら張
回9Fできなかった内巧についてｎＢのとおり圏暮し主寸も

■

、

1.…`人韮麗
2.国谷内寺８UHBのとおり
＿、

● 》 上以

、

￣￣●●￣ｑＣ－－■■■￣￣Ｃｌ■■￣0●ザ－℃●●●■￣の￣●■o●U､■■■⑤●,■■■の■－，■■■￣

-0----冗一■■￣■￣￣￣●●￣●－－●●●●●｡白◆｡￣￣－－■■■■￣■￣●￣￣●－－－●●￣●●●￣ゅ●●｡■●･●－－●■■■￣ＣｄＣ｡■｡￣●●￣●￣●￣●■Ｃ－Ｃｄ■－■￣0-_＝二=_の■

、

Ｑ７も西圀&四乗にはｆ､ｵ医祖は
●■ 、これを9Lしてはなら錘'・財産檀の内容は．公98の祖

社に王合するよう速体でこｵO醤定める。｣とありどこに住もうと■人の自由に瓜し
ていろ．JII原の地糎ご老浮乞匠歯ＧＩ出舎一邨画壁繕８０重十ね‐

Ｑ1．通宝(■曲13世ﾖGもの人が生活をぎﾊﾟﾊﾟでいるところを強自収用した軍団b砿ある
●

・のか．（包璋母吐埠単貯窺墨・なLWD強■LhL吏分、.



聿脚川IUIuⅡ木飛石*弦ﾑ幽ＤｍＩはび砥ﾆｵMgI”“【･及z噸且ln輌付■工砺'二瓜p公⑰釣
《公述臼の頁閤l詞する囲香”

=■側､１m■H1*戴石*聖山孟工轍飽ぴにと睡係凸瓜迅迦良目Ium囮fｳﾛｴびば塵公也倉
ｆ壁璽蟄F①璽回U2型する悶呑御０

ノ

;:鰯綱雛縦繍雛搬蝋騨鮒:鵠；Hである．
危～亀L零！；９５矛癌易詫もざ宍尭もごao8､民貯究二軍:帛禺ﾒﾂﾞﾐ｢夢究免ﾐ野よ島薯.盆宮寺９２ﾐﾐ発弓;ﾐﾆ;会ﾐ員ﾄa＝＝・窪免先銅曲験8準F鑑八ｓﾆﾕ角ﾆニ

このうちＳＳＫの喝合は､翻喪のM1加減畷肚の給水11tを伴う申し込劉
に餓当するかがlIHmとなります力【これは既存の水道飽蝕の対応だけではな

く、『亭築針臣内でI鯛応し柵ない多11tの紬水H1を伴う絵水の申し込みに対し

て倫水を祖否すること』(jI6逝法題条佛晩より）でありますので．ＳＳＫの弼
奥は型肘面内で鮒醇可崖であり．このケースは8k苗いたし塵せん．

銅２項については.すでにＳＳＫとH1水爽約を行って1,iろためJIB閉給】k」
する触筋が兜生しており、輸水を不断に行う必盤がありまあ．

また.適曲粟I蝋IIL保市の越佛宝典であり、米市には鉱のUQXK企藁が初
伍しています.越幹蛮柔の脳』は１１１全体の甑纂にも鯵轡を及ぼす可概上もあ
り銅P・水の隣Hl7Mlll来ないために催１１上保市の画柔が饗、するということは

市の政嗣上Ｍｆされるものではあり皮せん．．.

以上のことから．鑓別的料金1K瓜【はできませんし、Ｈ１＊のり込みを拒むこ
ともできず．庇にDMG奥的を行っており衛剛6水を行う絃扮があり寵す．但

し､＊市の巴合は､１－料金体系向において､大口衡嬰者I屋ど剛のDRInｶ球
きくなる仕皿みを胆けて柳．側I水、のｊＭに応じて肌缶があくなる料金

撒竃をしており蜜すので、ＳＳＫについてもｲ１１応のDhlnをしてlilいてるとこ
ろであり虫攻

佐Bl0NnmOホヨu科白(2か月鋼

当日回答済み

水ini創芯１４条にて．眺給規孤について定めら説ており・その中で特定の織
喫醤に対する不当な強別を錆じてありますので．ＳＳＫのみ旧撹HIDhInを商く

田Ⅳ】

獺:鴎&miMH聖lWtP澱瀦騒脇R圏鰯
、あ励銀万田~｢砺歯血労E20して下期江俄Hlnbm処いをする御

虞た.水剥f法節Z鰄蹴1項では*過事典者は囲奥MfからのHMS契約の４１込
みを受けたﾛｻﾞは．正当力k理111がなければこれを１回んではならないとされており．
;iI2刺では､赫水を受ける者に対し、時水を０噸しな'仇ばならないとされ

■Ⅱ

I尿四四印Ｕ回牽Ｕｍｄ

Ｉ臼から0,水臭DWDDIlUl
9凶ならないＤ
Ｂ証シ、士迺＝■二!

い、

。恋ｕｕ■屈泥EdqULU画Ｔ深■

il宙その曲履圏血田IhnIdh壱
二つ□その団肋＊を倖､:すご
Ｈエ、公ｓｎの8,士⑭体Ⅱ

ｎｎＬＢ

囹ｌＫ西FHIHIllIu

ヴ
第１頃における正当な園山とは．水遡平昇鍵『の疋繕な企梁努力にもかかわら

ずその瓜に鰯すことのできない理由のことであり。申し込みについては『ﾛB水
管未布成地区からの申込み』聡水、力嚇しく不足している咀合』脇凪の給水

ﾛユ

■■率犯、ロ回画、】可U卒四四四

m三＄裏鷹閃する甲項
一＊函串田者の愉朱組■は．歳
砥、巳ＦＤ■rIIか丑志倒立muII吐

(A８通*１位は1歯あたりの､L債）
■のためのIIB⑰邑睡7浬ｈ
－．.hMhUb月で＊Inhl宋回

Ｚ
ユ

〃

…,画1,………１m……坐｡…工…"。
【公遮８０のBIDVに対すら図寄鋤

二段河lllln刷鱗系石＊ｸRﾑ血洩亜事｡こびにﾆｫu二噸瓜狙.及び麺minHH付凹工戦'二係る公DC畠Ｐ
ｌ公廻臼のBRm3にｼr｢ろ回Z;ﾛ》)．

Ｑ３．新子爵では.前予泪の予期ﾙｰﾙをi覇k大きく変えたか｡Q荷率は沮去
１０年固の最小使から辺去２ｑ年間の刷伯へ､利用■率は９５％から９０％
へ（実質は９７％以上))．

●断固取水丘の段定について

利用､串との竃胞については.水適飽戯鮒抱針弔,水辺､鰯飾山にも剛Ｒ
がなく．用鰯としての定義がされておりません．

Hf団取水inについては．水道i髄股3fl圃針おいて．取水～&鯛G～押水ja理
までの水遊システム全体の楓失水、静を考睡して．計画一日般犬68水、に

1,露………………弓
礎来は浄水靭内の狽失だけを見込んで5％としていました．
しかし、現爽岡、として、本市の安定水嵐７７．０００㎡の内の一つであ

る.$K田ダム（水利枢ユ２．６００㎡）と４umlII（水利１日４．５００㎡）虐
瑚水する管路において地澗りが兜生し、１００日以上2R木できない状悠がご
ざいました．これを“に血すと２２％ＭＩＩ圏し､､今回触定している１０％で

は対ＩＩＳできなonのが呪爽です。

また･湘道j餌､鮫lIf指針がエ２年ぶりに改定され.ヨ9本舵Iの一つに｢旧
水．災宙あるいは＊放等の危僚に隊しても．必奥な水utH1ができるような安

搬と199雄及び安雛の闘い■段甑侭とする．』と示されているように．
平柑脚はもとより.地蝕･渦水好の災害F9及び事6A蹄等の卵撤閉についても、
紬水を抜係するよう安全伽l求められやようになり．東日本大砿jMを鍵けて、
広hR的な地i邸&せ『等による麓磁のＩＭＩや放射住物貿の拡敗､危力不足などへ
のリスクの儲えについても必要とされており衷爽

以上のことから、より皮全な*測個としていくことが求められており虫
寸ので・水M1槌奴RHRf指針どおり１０％の皮全を見込むとしております．

●負荷ﾛﾛにつh辻ご

ｊＱ衡率に関して、木剣h随鯉職針搬Ｉ（２０エ２）において．都市の規楓や
控格､気象条件･吸日･天鰯に大きく洲織けるもので.時翻的伽向
を有するものではなく、過去の爽紙■や気象･濁水などによる洩勘条仲も十
分1Wなして翻宙の爽Ｍ１に合わせることと示されておりますｂ

催I止侭市は地方HB市であり､囚光毎巾．麹地の街．iiiHlの衝といった将性
ｔ､あることから、蝿網Fやﾛ晄客、大蟹倣鮒の入池等により－悶的に火口が
冠IJI'し、水圏腰が期大することがありますので．これに対解できる仇椥IIBを
ＨＭ２する必要がありますｂ

肘因にあたって.近年の社会Ｍ１労を含めてl給的にUb対し渥仙処.渦水や
撒え込んだ経UVNI⑤を1F鉦として水､'四の鋤9■が小さくなっている､[近の
１０年0,灘Nだけで８７便することI独走俄鮒の械爆のための，q鞠騏としては
Ｊ１【常に安全性が低いことから．道去２０年岡の典IHから判断することとし．
また●温水形留の優和・脳岱lW9Bの好侵・成長職路・勝地など、今後はこれ
までにない変動幅を82J巴する可能住も十分に考えられることから．鰻ｉｉｉ風の
投定として、過去２０年の閃に爽原に腿降した股大の史助幅には対応できる
針闘とするために、過去２０年を』a込む必璽があると判厨しております．

（抄劫＊適施股醐HB8Iによる過去30年分の災HMmMI申

】駕熱蟹。
【抄噂】『鱒水管砧における事Ⅱに灘曲」

、l失申

■、節I⑥80ｍⅡZID0㎡′日丞２発

Ⅲ■■I小郷IIqOD0nI/日１，５％

鵬111火中I鋼【*不他凪を変速＊URW`０００㎡で敵したもの．■▲Ａ■■■

已凹■且*400■■s0Unv

３
０

－－●◆￣￣－－－●ＣＯＣ￣●●■■■■■■■－－￣￣￣■￣●－－｡■■■■－－￣￣￣￣+■●●■￣－－■￣￣－－口
●￣－￣ﾛP■￣￣－－￣￣￣￣￣￣￣￣－勺－－

_ごｍＤＩｔ■ナコ‘

Ｑ２．＊衝■⑭明予測0,-つの再因は．ＳＳＫの使用水■の⑱激な咽ｶﾛである。
その文白はさておき．ＳＳＫのために水通施設の姓弧が必更なら艦ＳＳＫに
Z協会の史田■類空車ぬる予定はあるの力､． ●

苔*91企
20■?旗で２０gBBR

d旨mLo10nP戎辺１`72ＢＲ）

●

西迅羽企

２０ﾛﾁ空■えｑｍＰ皮で"３円

4Dmpを■几ＵｃＯｍＰ３旬日色53円

10口撮鐡nえ．mCmP5司目罰3円

己pOnPを超え400師;ﾛ麺３ｏｚ円

400,fをHE兄。.“0両､竃で③“円

10ｍｎＵ色俎え２.C0aRP宙でＳｍ円

■０，厨Ｈｎｉｍろｔ９ＤａＢ２円

9K線
舷水
不鰭臓

1N失中
●

HumB8(や6000 IZI閲㎡′日 江２％

jII■低(66001 I5D0MIWB in５％

Ｑ１．佐世CR市永釘【の水宙哀の爽拭がﾛn文に減少傾向になって
■が－銭にＶ宇圏苞する｡F可hFな予沮を市はI軸桁うのれ．

いるのに．ﾎﾛﾛ



、

二田同IlIluml*癖石＊ﾀﾞｪ028囚工率笠びにこれに伴うHUU､及ｚＮ目飼､1,減付u□E噸U呂傑ら公己会
（興遠密の回凋にkF3名団呑翻り

く229画保男刀

E:11塾111鰹趨壁坐檸ｴ＄…どれ但瞬騨廼■田辺脇舶ｴ鋼鋼ら公達会ｉｄ轌舌諾面風i亜ウロ四百ＩＢＤ．

なお．この鰹に奴繁に濁水ｌＲｊＢに陥っていることから。１３:nｔ保市錨会にお
いて．本市の慢性的な水不足をnFWiするために石本ダム堕成を望む肉は大き
く､近年でI岬成19年12月､蝋！【竿７月､職23年７月に恥遡の決
勘がなされております．

⑰一睡・か二厘0~￣つい噸廠旺して量面倒E碩屈画(の､鴎を図り。公算禰

生の向上と生活扇腕の改善とに奇!Hするとされており、日本国竃法が､卿す
る、Q簾で文化nQなnN鯉度の生活を哲tDl岬ｈをＯ脚するための烟も基困
灼なライフラインと仕丘付け畠的了い聖十一

回琵鋼】蕊Ｊこの隆顛賎ホョhODn58R及び腎圃
騨巡重劉鮒に蝋しZ及醐通函羅
こして垂面画睡』(の願愚図７丁もうで顕
忌4Fする二と忠白歯と森ｚＺＴ

■■匹刃ひつ百用Mn副困らしめぞ

､趣済観すること臣よって．
u生○面と出ぬ鴎画胞函港ョ

代0蝋に関してIさ､「水i雄雌衝事粟の肝伍裳鷹要Wl等Ａ蝋と連用』.(厚
生労働省平麗２３年？月）等をお考に石＊ダム以外に１４の方銅について、
糀歯精の活凧可能性、コスト脇餓、水質の変化などをH鰍え独断しましたが．
いすWTも技#i的に対応困難であったり、鰯Ziな関９３水Bkが得られないなどの問
題があり．石木ダムGI外に綿Ｉiな方蘭Zが:Rいとの鰭曲に至っていま魂

１．その他のダム

１９のダム偶笛地について､j鯛パリ４K況や地ES4R祝の唖j国劇査等を行
った糊殴Ｑダムサイトとして適さない．

また･石本ﾀﾞﾑ越触予定地の上茂に｢利水単9,ﾀﾞﾑ｣を血段する案であ
る蝋明らかに多目的ダムとして迩殴した』8台が有利になるためＩＣ替え
・案には■さない.、

２．河迩外貯nmbHR

iiA状の91適物を作る必H2があり、膨大な垣魯の佃ﾛﾘｶﾛ生じるが､残土蓬
●●

」n分する遡也を砿係することが函nm・震た．inI1lI法の目UNUからi可il3外貯
圃鰄l蝿ぬられず､柵鰯とし潮さない．

３．河口堰

．近郊は中小河川しか鰯いため､濁り11断厨が小ささ、施醜を殴矼した』８台．
洪水の滋下を妨げる可能性力fある・靭口付近lさHMG披嘗が多いMU所であ
り.内水の排水に慶御窪及l識r可飴性がある．蝿8円０K審の同意や園塊
鋭用・補償斑用が宛生する．ｆ(水壊という特殊な生AB系を有する環境へ

・の負櫛が大きいことな印､ら．代替え案として適さない．
４．．ダム再側発、棚ｉ

地賎・趣Bi的に悶珂があり隅上げできない。また仮に嵩上げ１ｶK可能な既
存ダムがあっても集水面1ｍ僻爾時の圃iれ込み蝋R団ＩＲＩ）が変わらない
ため■発水Bbb掴めず６１職え案として適さない．

５．他jH途ダム客、の頁い上げ

本条は、水道が｡国民の６８鷹A9で文化的な月t侭硬度の生i百水準を維持し、
さらにこれを向上させるために不可欠であることを鋼的に表呪しているもの
であり、水遡はナショナルミニマムであるとされ６安定鮭水がzk逝の烟大の
使命でありま甑は逝速鰯:Hより)・

安定給水については、水道法繍１５条鵬ｵq､勝).錆2項において隙逝
事襲者は、当錠永逝により給水を受ける春に対し、常時＊を9t絵心なければ
ならない」と示されてもり、契約した:R璽者に鈍し．不斯に水を0蝋する越
笏があるもので魂

しかし鋤暢、現実阿圃として､､度1,なる温水により、水の晩給が因れな
い棚Uが発生しております６

⑦:菫i鱗鱸i鵜雲;謹董；
た水での生活を余儀なくさ貌蜜す②【でMNUや癖勵圏が鰭殖する恐れがある
など・術生面にも大きな問題を抱えることになります６禽鯛駒P子供など痢
気が、痕化しやすい人や、特に6W生面に気を国ろ必要がある乳幼ｌＢや須気の、
方々などにとっては深刻な問ｍでした．生命と剛【をHR持するためにも石＊
ダムによる水源FE係が必要です。

５

日

●

=田岡nImnU＊鍋石ボダ２０也曲.:qBdBﾋﾟﾛﾆこｵ1尼仲う鳳遜DLmB9目０，迅路付替エ噸'二砿石公唾金
［2ARB轡の■国に力'す名園筒⑳）

隈北地AiEの麗存ダムはI！$水愚n節容皿を除き．水遊ｌＨ水．エョQ用水に利用
されており、叉い上嗣さ不可能である．

６．湖沼阿宛

大きな湖沼がないため『ためiuUの活jWとして枕射したが､規換や集水
面忍肋$小さく､`貯水髄も回lH力も少ないｂまた誼6【用水として既に使用

、されている．既にため池の利水管と随UNを行０噸IWlに閲する健定をiNん

,急$!'Ｗ諸i雲ｉｉｉ::愚…｡…安……淋
一水1mに余裕のある011JIC系か眉のMK水を行う方法であるが.願圃蝋､河

・jIIは中小i可lIIであり、山から海までの庫RE力聴く、しかも勾田が急であ
るため､岸iWがあってもすぐに流下してしまい､導水が可能なほど氷、
に余裕がある翻11は存在せず。不可鰭である．

８．沈冠醜U嚇ﾛｿⅡ

．屍なる淀況の河川を水路でつないで淀祝を安定させる方法である祇県
北j螺の剛11は、どれもG（たような漣祝であり不ｉ可能である．

９．地下DIG取水

通術．地下水は．虜や砂質土など空威力U大きい土の岡（帯水H1）に存由Ｅ
する.しかし佐世保地hEの鯛は､砂岩(醜.U目繍の邸Ｉ脳であ
り、まとまつり塑幽下水は存在しない．これは過去約６０箇所をボーリン
グ翻査しており、まとまった水､が切出していないことからも岡らかで
あい開発木皿を砧保できないため．代替え粛として適さない．

１０６海水淡水化

ホウ秦州咽基２＄を超える,ミネラル分鵬くなる辱の阿剛あり.陸
上でi勘kした水との混合の必i鋤9ある．単た､良質なiNiDkを取水するた
めの適地選定、周辺の饗殖案や生趨系への■L筋bMGの膨瀞があることな
どから．代巷え鑑として竃さない．

ｒ１．既i99k判の信用

鳳北地1日（主Egi可川として佐々川、相M1川、川抑'１）では．限られた水
安濠の中で水運剛唯さｵ【ているため、余分な既掲水利楢はi\在しない
ため．不可､gであ萄・

１２．夕乃､使用柤邨の鍵替

水利枢が付与されていないダムの水利相等を摂り将える方法であるが、
陵当するダムが舞いため不可能である．

１３．他事粟からの受水

仙の水測咽b者からの分水であるが､醗化鋤Rはj似里的に安定水翻を砧
保することに苦日[している状魂であり．ｌ餌｢粟詔iにおいても俄域的に分

二&RFU柳１１，１水系石＊ダム阻政ｪ駆並［阿弓ニォI臆伸ぅ剛ｮＬ及び回国掘珀Hbhu痙可『に係る公08金
12A趨香ロﾛ関'二劃髄b圖寄画）.

２１eするほどの愈裕は樵く不旧『麓である．
ユ４．水目鮴の保全’

水鰯林とは．雨水を地中に擾透さぜゆっくりと茂山させるという擬mrで
あり・麓鹿した灘俳を良好な鋤卜にⅡ嚇した』a合.治水西で安定化させ
る可能I上がある．しかし楓群な地表槌の発生力噂らｵﾛばい－股の劇*て
ば､水ＪＲ西饗樋随への改選は定H1的な676日が困臣である．馴尺において
菊琳の保全はある狸I魯行わｵTているため･囲蝋6ｍを、うまでにぱ量ら
ない。濁水jWに噸DIq0qk殿い取ってしまうため､剛への筬出Ruは
槻少してしまう、等のことから代普え案としては適さない．

、

、ﾛ垣の戯に､排水される水鯛貌された海水であり．幽施段とはE9に『海
水淡水化苗励が必典となります．

『海水淡水化胞胸については･伽述しました關皿を蕊bに解映し符ないた
め、代将え案として箔しません．

回砒のメンテナンスのため、必ず一年のうち－定期Ｈ
鰹があるとのことであり｡､その期問は水ｉｎの砧蹴↑
水道の水麗は．･1年を緬巴で盛窓鯛應酌士下錘〆士

篝i蓋蝿蝋墨､勢一………………念……

鑿鑿i1i鑿鑿雲i鑿iiii獺
７ 、

日

~｡■■￣ｂ－－－－ｃ－－●￣￣●●￣■●●●－－■￣●●●￣-句■￣￣-0■●･~~￣－１■－－－－－ロー●●●－－－－｡￣￣~￣●s･けも､￣■－－●－－－－－－－－－－－－－￣ｃＣＤ－●■■□●－－－－●●－－｡●●－●￣－－ＣＣ－●●●●●ＣＧ●

Ｑ１・佐世保市民賎石木ダムに水源醤依存しないと生命と但鷹に灘9な陣害
を生じるのか？

旦至・・してって⑰TB厩『[密宗はないのか？

Ｑ３．剛hそれらのｉｆ呰日Eを採用しないのか？

再一・ニヲレ喝つが幻か可､■空ていると万つのであれ風佐世保市が■■薬を

厨致するなり蛭圏することで海耐G浸水化の迅択がi可麓であるが、ＦＷ故その逆を
ﾖﾛ祝しないのか？

灘当日の岡６



--￣￣￣￣｡●

〃

、
●●●

０

．辛軍cbヰュｃヰマ慰宰KvHl>二．ci味
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３ｔ
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１

．.秘coq鞠諏品西参棚繊I鯏唇騨測剛１ｌｂ率騨偉
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・平勺車
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瓢BMr･Ｍｎｇ衛士力目INI幽才単鹿Uil、F1ユ串調力ｇ剛士･判ⅡNhh)伽山＊

。上崩叫ＳＶ９Ｆ孑曾塚

込WKIW＞三コ■雅冨､J1ユヰ尾ⅡIは薮＊土町ｑ魏苗ユ山牢、Ｓ⑫マコの９１１ゴ
マイユry丹軍ロ噂利率
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岬の鞠2坪411噸'1台
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【騒圀１回色▲榔冒I遡已②皿田穂）
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、６
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'

（･孕皐'Ｗ釘6節ｑ味マロロユ蘭、q9郡司1酢５噸N【
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゛▲軍ヰヰ宙可受９Fユロ0＄耐可研、ＳＷｌ了。受ヰニ

軍閥WqHNIQヰマ郡可軍１９K脚・平lユKOC｡UI蔬魁耳卿既iWの＊論拠．鉾抑
・４１曾官マ受KOユイヨリ誌ﾕ80年司莅圃泊:、覇ｑ
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■丞遡匹二些工・

室i樹３２勢蓉魎PQi1雛は.水鰍毎にそ菰それ綱をさ枢いるものです
ので。＊蹴曲扉としての量HHIは出来ません．

彗型煙麺堕?いては?鰄喝などの蝋邉貯圏する盛は.i3,,k飽力等醤
:911Eｮi直す學裟から鑓鋼ろため.鯛顧険顛雄蘇Z騒
琵と庫面釧『､概水棚の胴は締あたり`D2qhモウ雨蕊魂
のでUiも

仮に－時的であっても｡：FiV以上の水、を得ることもできませんし、河111毎
P竺淫鰹で写りU塗墜蒼取水口｡囲劉やボン元麺尋E王弓をr鶴
した敢水ができない毎両が発生するH1合もありますので．水囮は必ずしも日、
に換算した許可水、が約束されたものではありまぜ私

趣を行い、将来的に水墨 が

薑鑿鑿驫鑿ji霧
Uom乗亟z凹八繁癖＝HUに規定する､［Wi的9日目のうち・同条節一風鐘＝偶lにﾛﾛﾂらものは：次に銅けるものとする．
§の4;總騨墜翻ｇｌＷｉ嚥拠ｺﾋﾞﾚ蝉幽蛎翻及び同一のＨ１噸の囚
廻丞遭鶴亀職合喧玩瑚白嘘篭遥醗KH翻綴版二二￣－－－－－－▲－－－－－－

水辺施蝕殴叶指針では、壇下水のFWHにおいては、海水の混入や枯渇などが
蟄誰鐙弊IF弊･蝋水への鰍な鉢逝の溌耐な天職Eじぞ孟
示時における上水週の水通用に影野を与える可Hg性があることから、実麹を十
分釘垂し胡！【を検肘しておく必奥があるとされています．
現在地下水をBEHUされている事粟老へ窓向劃迩を行ったところ．将来的には

水道に切り替える意向が示されており蜜すので、鱒Hg予測に加えて検肘したと
臣ろであります．

籍?璽學でＥ･地下水を劃用されている亭澱において.当初よりも柵
が大楢に蕗ちてきているとの扱況も砿翻されております０．

■函型璽丞隆二ﾋエ

鑓翻厘はiWﾘﾘ技に基づく水馴低が雌されており.許可水'it以上の鰍
はできません．また.水利横は10年に１回の旧水年を３脚としてIii木皿がHIK
可されており｡許可水Ⅲ以上の取水を行えば、これまで以上にダムの貯水率
は低下し・渦水へのリスクが高まりま筑

平成ユ８年に・水麟要に応じるためやむを得ず行っておりました．酢可水
瓜を超過した迩法な』hjkについて胸囲となり・河jII管理者から蛾しい指Ｎｉを．
受け､現在では迅正lH丘を行い迫正な取水を行っているところで餌
近年は不暴気等により水圃座が落ち込/ｈﾀﾞでいることも幸いして迩按な超】且

取水を行っていませんが・将来的に水のiii絵状況力圃迫すれＩ｡&超過取水を
考えなければならない状況になることも奪えられます６

9121壁繊から水纐の鰯両尿厄ぞ雨Z爾憲F彌雇予彌
i鍾二篭酎ろ越○寧劔出来ない鮒にあ緬罫鰯誕鰯動騒
芒薗馳VulP摩ＬＫらか超jしても岡■は生じない.年閥麺U篭丘毛圓Hi副
桓の面面と舌う連用をしていない理由はどこにあるのか？

鶴籠1讓li蔓1illiii裏1鰯i琴罵鰯繍餐’
竪上Pこと迩蔓水鰄は各ﾀﾞﾑにおいて､醐険の桐木瓜となって

おワ護すので､総Inでの取水や､ダム間でU麹ＩするようなNElHはでき崖ttん．
なお．本市におI'】ては、渇水への皮全佳を高めるためにダムiDRhIcElを凪

存するため・釘nIからの取水を優先するような水の因2用は行っているところ
ですも

※当日の岡８

翻煙勢糎憂鞄騨あれば､負荷率繊しく腿する必ﾛﾛが無くなる．
赤嗣栢ﾛﾜ台逗的返用を行う用江はある鯛
議当日の閥９
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